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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。
＜連絡事項＞

· ソーシャルワーカー室より、退院時療養計画検討会についてを学術で発表するにあたり、副主任やリーダー業務経験のあるスタッフは、アンケートがありますので、ご協力お願いします。

· 9/5～10/15までに、課長との個別面談ありますので、各自課長のスケジュール確認し、連絡お願いします。

· 大嶋　定美様　定期分のセレネース液（１ｍｌ）処方されています。

· 感染対策委員会より、各病棟の患者様、施設利用者様対象に、インフルエンザ予防接種を11月予定するにあたり、ご家族様へ予防接種を受けるかどうかの確認を9/10までに宜しくお願いします。

· 法人防災委員会では、9/1防災の日にあたり、職員への防災に対する知識を高めて頂こうと、ビデオ研修会を予定しています。

日時：9月1日、2日、5日　　17：30～

場所：青南病院メモリアルホール

· パスワード変更本日までとなっています。まだ、行っていない方は、行うようにお願いします。

· 法人研修が10月6日にありますので、きちんと参加していきましょう。

・立里さんより

　先週、主治医依頼にて、田端様と自室にてお話をしています。ご本人様は、入院時に、先生から、「痴呆によって社会生活を送ることができなくなるのでは？」との事をずっと不安に訴えられており、痴呆についてもきにされている様子だったとの事。しつこく何回も聞いてくるのも症状のひとつではないかとの事でした。以前検査をした結果は、MMS　25点、HDS－R　26点です。痴呆に対しての不安があるようなので、軽減していき、落ち着いた環境の提供をしていきましょう。

＜受け持ち患者様のＮＣＰ評価・検討＞

○患者様情報

· 小山　正好様

　8月25日　南ユニットへ転入

　夜間の睡眠は確保できているが、「5階へ連れて行ってください。」や、帰宅要求のほうがきかれている。また、以前勤めていた職場についての不安があり、何回も職場へ電話頻回のため、電話での制限あります。徘徊はあるが、その他の問題行動はない。他患者様とのトラブルもない。

＃１　帰宅要求あり

Ｐ１　落ち着いて日常生活を送ることができる

1 訴えに傾聴する

2 帰宅要求訴え時は、外出・外泊する際には、主治医の許可が必要であること伝える

＃２　以前いた職場に対する迷惑行為があり

Ｐ２　電話制限を守れる

1 電話要求あった場合は、電話連絡先、内容を確認する

2 電話使用する際は、終了までスタッフ付き添う

3 スタッフが電話番号を押す（連絡先は自宅のみ）

④　職場についての不安がある場合は、病状を優先にし、職場についての契約書を見て頂き、安心して頂く。

上記を実施し、必要時再検討していく。

